
青少年交換プログラムとは？ 
  
 

歴 史  仕組み－派遣  仕組み－受入 
  ロータリーが保障するもっとも安全で安い留学システム   

●1927 年 
コペンハーゲンＲＣで最初の 
交換 

●1961 年 
日本(九州)とオーストラリア 
で交換開始 

●1968 年 
第 260 地区(2760 地区の前身) 
と米国で実施 

 
※全世界では、毎年約 8,000 名の 

高校生が交換留学生として交流 

 (1) ロータリアンの子弟が参加できる 
唯一のロータリープログラム 

(2) 16 歳以上、18 歳半未満(出発時)の 
高校生を対象とする 

(3) 1 ヶ年の長期留学のみ 
春派遣は 3 月に出発し、翌 3 月頃帰国 
夏派遣は 8 月に出発し、翌 7 月か 8 月に帰

国 
(4) 費用は 
①往復旅費及び保険、個人的衣服等  
②出国までの研修関連諸費用 15 万円 
滞在費、食費、学校関係費用(授業料等)
は受入 RC にて負担 

(5) 小遣いとして、＄80～90 程度が毎月支

給される 
(6) ホストファミリーは 3～4 カ所 
(7) 国際親善大使として、相互理解、相互親

睦をめざす 
 
※派遣先は年度によって異なる  

 (1) 受入時期 (1 カ年) 
8 月下旬：北米、欧州、南米、アジア 

(2) 受入クラブの費用 
学校関係費用、クラブでの会合費 
(35～70 万円) 
毎月の小遣いとして 1 万円 

(3) ホストファミリーの費用 
食費等の生活費 

(4) ホストファミリー補助金として 
地区委員会より 5 万円／月支給 

(5) ホストファミリーは 
3～4 カ所／年が望ましい 
最近は他近隣クラブと協力して受入を検討
します 

(6) 個人的な費用(電話代、写真代、 
部活費等)は個人負担 
そのために1万円／月の小遣いを渡していま

す 

 
   
      

青少年交換プログラム 派遣学生の申し込みから決定まで 
■世界中の高校生が日本への留学を希望しています。 

■あなたのお子さんも参加させてみませんか？ 

■このプログラムなら安心です！ 

■会員の子弟も参加できます！ 

■高校生があなたの世界を拡げます！ 

(募集案内／地区協議会で発表) 
 

(1) 志願書締切日 2017 年 7 月 21 日(金) 
ガバナー事務所青少年交換事務局まで 

 
(2) 選考試験：2017 年 7 月 29 日(土) 
 
(3) 結果発表：2017 年 8 月 11 日(金) までに連絡 
 
(4) その後のスケジュールは、「年間主要計画予定表」 
    http://www.rotary2760.org/committee/ye/ 
 
(5) 派遣人員 10 名以内 
 
(6) 青少年交換プログラムですので、基本は派遣と受入を同数とい

たします。また、交換ですので、派遣と同数の受け入れもお願いいた

します。 

  
 

  
 

 

 

 
〈1968 年～2017 年〉 
(長期)  ●派遣／429 名 
(長期)  ●受入／427 名 
〈2017～2018 年度〉 
(長期)  ●派遣／9 名 
(長期)  ●受入／9 名 

交換実績 第 2760 地区 

ホストロータリークラブ 

ホ ス ト フ ァ ミ リ ー 

地区内 20ＲＣが未経験です。 

ぜひ経験して下さい！ 

 
 
●出発時：16～18 歳 

(18 歳半未満) 
応募は中 3 から可能です 

●ホームスティ 
●現地の高校に進学 
●国際理解と親善 

未来を担う青少年に留学の機会を！ 

Enjoy! 募 集 ! 

交換留学生は親善大使 

第2760地区

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして 1970 年に創立された皆様の資料室です。
  ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、
電話や書信によるご相談、  文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資
料はホームページで PDF もご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。下記の資料のご紹介を致します。

◎「もっと世界を見つめ直ほそう」	
　千 玄室　〔2016〕　6p（D.2640 地区大会記録誌）
◎「まとめと提言」
　黒田正宏　2017　3p （ロータリーの職業奉仕の歩みと今後への提案） 
◎「私の信奉するロータリー」
　松宮 剛　2017  10p
◎「ロータリーはどこに行く？
　　　　　　　～日本のロータリー 100 周年に向けて」
　本田博己　2017　10p（D.2760 地区大会記録誌）
◎「ロータリーを解り難くしているもの」
　大重勝弘　2017　1p 　（D.2730 月信）
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◎「職業奉仕・Vocational Service」
　2017　2p　（D.2730 月信） 
◎「2016 年規定審議会における職業奉仕の変更点」
　2017　2p　（D.2650 月信）
◎「規定審議会決定に対する
　　　　　　日本ロータリーの統一的見解について」
　富田英壽　2017　4p　（D.2700 月信）
◎「ロータリー考『例会の頻度』」	
　岡部一輝   2017　2p　（D.2610 月信）
◎「ロータリーの新しいゾーン構成が決まる」
　2017　2p 　（D.2650 月信）                                        
　　　　　　　　　　　 　　〔上記申込先：ロータリー文庫〕
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